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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 田中 学 
（論文審査の結果の要旨） 
  
本論文は、直交集成板（ＣＬＴ）を用いた建築物において静穏な居住空間を確
保するため、直交集成板単体の遮音特性を明らかにするとともに、国内実情に
適した居室間遮音対策工法を提案したものであり、得られた主な成果は以下の
通りである。 
 
（１）国内既存のＣＬＴ構造による集合住宅等の建物を調査し、現在使用され
ている遮音対策工法の実例および遮音性能水準を明らかにした。また、既存建
物では重厚で特殊な遮音対策が採用されており、一般に普及した材料と工法に
よる適切な遮音水準の対策手法が望まれることを示した。 
（２）床衝撃音遮断性能に関して実大モデル床版に対する遮音試験を残響室で
行い、ＣＬＴパネル単体の性能として、軽量床衝撃音に対して遮音性能が著し
く低いこと、および重量床衝撃音に対しては従来の枠組壁工法床版と比較する
とパネルの面密度と曲げ剛性に応じて遮音性能が高いことを明らかにした。ま
た、床上に緩衝性のある床仕上げ材を付加する遮音対策工法により、軽量床衝
撃音遮断性能については適切な水準まで効率的に改善できることを示した。 
（３）床衝撃音対策として、階下側にＣＬＴパネル二重天井を付加する工法を
新たに提案し、二重天井仕様の違いと遮音性能との関係を示した。特に、天井
空気層の圧力開放によって空気ばねの共振を低減し、さらに砂袋付加によりパ
ネル振動を抑制する対策工法により、重量床衝撃音遮断性能が大幅に改善する
ことを明らかにした。 
（４）空気音遮断性能に関し、実大モデル壁を残響室間に設置して遮音試験を
行い、ＣＬＴパネル単体の音響透過損失は単層壁における質量則よりも大幅に
低いことを示し、さらにパネル隙間幅の影響を考慮した遮音性能の予測方法を
提示した。また、二重壁による高遮音対策仕様を複数提案し、その遮音性能を
明らかにした。 
このように、本論文は、直交集成板を用いる建築物について居室間の遮音性能
を総合的に検討し、また、具体的な遮音対策工法を提案しており、静穏な居住
空間の確保に貢献し、学術的・実務的に技術の発展に寄与する内容である。よ
って、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２９年１月３０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った
結果、合格と認めた。 
 
